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第S寧．水需要予測の肉容

l .結水人口

給水人口は、需要を予測する上で最も基礎的な要因であり、給水入口の推軒に当た

っては、コーホート法、時系列傾向分析等と言った手法がある。ローホート法には要

因法と変化率法があるが、普十算結果に大きな誤差が生じないことや、上位許画である

第6次佐世保市総合軒画との整合を図るため同じ人口推軒式であるコーホート変化

率法を使用することとした。なお、推計に当たっては、合併前の地区毎の人口動態が

異なることから、推計の精度を高めるために、地区単位で個別に推許を行った。

これを基に、給水区域外人口や、合併地区との統合及び簡易水道の統合に伴う統合

人口を踏まえ、目標年度（平成36年度）の給水人口を2091100人と予測した。

（※参考資料 p再評価P3・3参照、簡易水道、専用水道について参照）

2.周強別ー田平泊者取水量

有収水量の推計は、原則として生活用水、業務営業用水、工場用水、その他の用水

の用途別に、将来の一日平均有収水量を推許するとされており、主な手法として、時

系列傾向分析、重回帰分析、要因別分析など多数の手法があり、これから適切なもの

を選択する．－（水道施設設軒指針p1'9～20、27参照）

( 1）生活用水

生活用水とは、家事用水等の一般家庭で使用されている水であり、次式によって求

めることが一般的である．

｜生棚水量（nl) ＝駄… ×生活用水甑靴いイ

．※生活用水量原単位：市民一人一日あたりの生活用水量

前回（平成19年度）水需要予測では、 H6～7年大渇水前後で生活用水量原単位
（以下「原単位J）の推移が大きく変わっており時系列式による推計が困難であった

ため、原単位の変動と関連性が高い世帯構成人員数や下水道普及率等を用いた要因別

分析を行ったe

（※参考資料：平成19年度水需要予測資料参照）

しかし、その後頻発した渇水等の影響によって、水需要とこれら要因の相関が悪く

なったことから、今回は以下に示す方法による推許を行った．

佐世保市の原単位除、平成17年度及び平成19年度に給水制限を実施するなE、
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(2）予測値

生活用水量は、生活用水量原単位を時系列傾向分析又は回帰式等により推計し、以下の式の

とおり4給水人口を乗じることにより算出する。

生活用水量（m3／日）＝給水人口（人）×生活用原単位仏／人・日） ÷1000

1）生活用水量原単位

①佐世保地区

【過去20年の状況と分析】

平成5年までは増加傾向にあったが、平成6年度の大海水の影響で原単位が激按する．同

様に潟水となった近郊都市引が大渇水前の状態に即時回復する中、本市においては、とりわ

け厳しかった給水制限の影響から、落ち込んだ量の半分ほどしか回復せず、その後、平成16

年度まで緩やかな回復傾向であった．

平成＇17年度、平成四年度に再び海水が発生．給水制限の影響から、回復していた原単位

はまたしても激減する．今回も平成6年度同様、漏水前の状態には即時回復していない。そ

の後は、現在の平成2.3年度まで緩やかな回復傾向を示している．

近年、全国間規模都市胞の原単位が減少傾向の中、本市においては褐水（給水制限）時の

みが誠少しており、その他の期聞は明らかに増加傾向を示している．

更に、平成23年度での全国同規模都市の原単位平均は 246.4／人目であるが、佐世保市の

原単位は189.e／人目と約6OJ&も少なくv佐世保市民の非常に齢、節水意識によるものと恩わ

れる．

全閣の原単位の減少は、節水糊是の普及や社会情勢の変化が影響していると恩われる．本

市においてもこれは同様であると思われるが、をの影響を受けた上で増加傾向にあるという

ことは、節水どとろでは無く、我慢をしており一般的な受忍限界を超えているため、増加傾

向になマているものと思われる。

なお本市の場合、『増力叫というよりは渇水の影響から本来の値に廃るという意味で『回復』

という表現が正しいと恩われる．

よって、佐世保市は閤復傾向にあり、石木ダムが完成し、渇水危機がなくなれぽ更に回復

するものと考えられる。

※1 給水人口20万人以上九州ヰ醐1の都市、長崎市、佐賀市、福岡市、北九州市昧回答都市除く）

策2 給氷人口2ci～30万人以上金国都市．調査索回答及び口径jjlf:推計都市は除く．
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【推計・検討】

過去20年を用いて時系:1'It齢十を行うが、単純に過去20年の値を用いると、相関は0.06と

非常に悪く、採用できない。

これは、度重なる褐水の影響で原単位が上下に大きく変動しているためである．

また、時系列推計は、過去の異常値を含んだ形で推計してしまうため、漏水や冷夏といっ

I た異常値は考慮する必要がある．※1

よって、次の3案で渇水の影響を考慮し検討を行う．

1) 重回帰式

褐水の影響を変数として周いることで、渇水の影響を考慮する．

－変教は『1戸当り人数J、「65歳以上人口J、『給水制限日数jf漏水の有無」とする．

結果、平成36年度で渇水の影響が『ない」場合、 2144／人目となったが、褐ホ影響の

変数が fありj「なしJの2拓であるため、「あるj場合から、どのように「ないJ場合

に変侶していくかが解析できない．

2) 時系列式（渇水控除）

潟水（給水制限）による異常誠少を控除し、近年の純粋な回復傾向を推許する．なお、

前提条件として平成5年以前は、潟水を受ける前であり、現状とは傾向に違いがありす

ぎるため使用しない．．

渇水（給水制限）は、平成6年と平成17年、平成19年に発生しており、渇水の影響

による異常減少がどこまで発生しており、控除できる泊喰討する。なお。平成17年、 19

年は連続して誕生しているため、まとめて一つの傾向として分析する

平成6年の渇水と以降の傾向を見た場合、平成7年は強い海水の影響が伺えるが長期

的に平成6年から平成9年までを見ると、ほぽ真。産ぐな回復傾向にある．よって、異

常値である平成7年は平均値を使用し、平成6年を起点とした資料とする．

なお、平成6年は平成5年までの傾向から見た場合は異常値であるが、漏水からの回

復起点として見た場合除、異常値との判断はできない。

平成17年～平成19年の連続縄水と以降の傾向を見た場合、平成20年まで渇水影響で

滅少しているととは明らかであり、これを脚げる。ただし、平成20年以降は回復傾向

を示しており、起点として平成20年は使用する．

以上のととから、平成6～16年と、平成20～23年までの資料が使用できるが、予測を
行うためには連続した資料とする必要がある．

よって、平成6～16年の資料を平成20年に接続するため、原単位の年度比率を算出し、

平成20年から過去に向かつて適用することで連続した資料とする。

結果、平成36年度で19鈍／人目。相聞は0.94と非常に高い。
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しかし、同年の近郊都市， 1）重回帰式、 3）時系列（現状回復｝の予測値が 21~／λ目

前後であるため、整合性が無〈、現実的ではない．

また、酔算に使用する原単位はl-7QQ／人目台からスタートしており、これは納30年前

の数値正同基準であり推計として現実的ではない．

3）時系列式規状回復）

現状｛平成20～・23年）以降に、過去の潟水からの回復傾向を適用することで、今後の
・回復傾向を推計する．

2）.と同様に、縄水の誠少傾向を控除した結果、使用できる資料は、平成6～16年L

平成20～23年である．

平成23年以降に適用するため、 2）同様に原単位の年度比率を算出し、平成23年か

ら未来に向かつて適用することで連続した資料とする．．

結果、平成36年度で20帥／人民相聞は0.94~非常に高い．

同年の近郊都市予測値と出ペ、 5A／.人日ほど低い程度あり、同水準である．

以上のことから、最も現実的な推計として、 3）時系列式｛渇水田笹）を採用する．
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(3）生活用水量原単位の算出結果

施設統合を含めた算出結果は次衰のとおり．

年度 4主世保地区 節水｛佐世保地図 佐世保地区別・ 合併他区僻 佐世保銑合

, 施λ濁ロ~ 原単位 g園z胃＃5' 軍A軍司ロ"' 原単位 = 震A詔ロ~ 原単位 ヨE罰...宮' 満A宮口~ 原単位 生園活... 給1水" 原単位 ヨ目ヨ4盲， 
H:U 226，儲拘 1鈎 42,731 。189 0 226,090 189 42,731 。 0 226,0鈎 189 42,731 

H25 225,374 189 42,596 181 189 34 226.5節 189 42.鈎目 。 0 225;555 1舗 42,630 

日26 223,100 192 42,835 a52 "192 68 228,452 1惚 42,903 。 0 223,452 1鎗 42,903 

H27 220,700 194 42,816 512 194 自由 221,212 194 42,915 。 0 221;212 194 42,915 

H28 218,400 197 43,025 総1 197 130 219,061 197 43,1騎 600 113 219,661 19'1 43,26.8 

H29 216,100 200 43.2211 960 200 1鎗 217,060 200 43,412 1,100 、包1218.160 200 43，飽S

H80 .214,100 201 43,03"4 926 201 186 215,0l櫛 201 43,220 I,700 338 216,726 201 43，随S

H31 212,200 202 42,864 929 202 188 213,129 202 43,0露 2,700 572 215,829 2tl2 43,fj24 

H32 210,300 203 省Z,691 929 203 1駒 211,229 203 42,819 3,60目 797 214点29 203 43,67E 

H38 208,100 初4 42,462 92!! 204 189 209,028 204 42,642 4,400 1,012 :n:s,428 2崎 43,654 
HH 205,900 205 42,210 1192 205 183 206,7921 205 42,392 6,300 l,219 212,0鎗 206 43,611 

（） 
H35 203,600 208 41,942 855 206 176 2叫，455 206 42,118 6,000 1,413 210,455 207 43,531 

H36 初1400 206 41,488 919 206 189 202,3191 206 41,878 6,800 1,612 209,119 207 43,290 
ヨ総領水1回目Z官官理区】の原 事担削る、 に草するとした司

企
年度 吉井地区 世知原地区 d強.－旭区 江迎地区 鹿町治区， 

量ll7IC. E単』世 51:1冨 給水 原単位 生活 給水 聞単物 生活 給水 質量Utr一生活 給水 原単位 空EM

H24 ~ 177 。。25! 自 ~ llM [ ~ l I ~ 333 ~ 

日26 。177 。 。259 。 。194 目 。179 。。333 。
H26 。177 。。259 。。194 。。179 。。2認 。
H27 。177 。。260 。。194 。。179 。。鈎S 。
H28. 。177 也 。261 。600 194 113 。179 。。関S 。
H29 。177 。。261 。1,100 194 221 。179 。。~3 。
H30 。177 。。262 。1,700 194 S錫 。179 。。333 。
H31 。117 。。262 。2,300 194 44.2 。179 。400 2怨 130 
H32 。177 。。2鈎 。2,800 194 S鈎 。179 。800 333 254 
日銀 。177 。 。262 0 3,300 194 640 。119 。1,100 関S 幻Z
H34 魯 177 0 . 。2悶 。3,800 194 734 。179 。1,600 333 485 
H35 。117 。 。263 。4,200 19' 822 。179 。1,800 333 591 
H36 。111 。、。 263 。4',700 19' ,gos 。119 0 2,100 333 704 

。
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生活用水量原単位の算出基礎（まとめ）

→←他柿 I 
←近郊都市 ！ 
ー＋ー佐世｛果実績

佐世附 ｜ 

一一一一一一一一一一一一一一一J

②その他
地4,1吃5は佐世保市の決算予算見込値として1田を採用する。
印6～H29 にて直控室全士~－－＂

40 
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※備考
同規概附…20～30万刈服全国市調査
近隣都市…20万以上の北部九州（ト-!6~.&;:71<体験）
他都市の予測は、線形近似曲線（H8以降）を採用
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(6) •＊·添離の再編成
a A給水揚がら進水しているa地区、 b地区、 f地区は愛

・'1<によりまかなうこととする．

b B惨広場の直犠給・1l<しているg地区に混水揚を栃接する

． …・毘水勉容量00.000m＇・

c F首台とな。ているf地区に配氷掃を融け、独立した配水

区域とするM 降水池容量00.000m'・ 

d E水普の整備
，．．．”智笹OOmm-OOOmm、延長OOOOm

G テレメータ・テレコントロールシステムの·•館広潤する
計画・・・・・・事霧聖母000億円
6)施骸蘭鍵：＊に闘する節酒”・・・・事費障費000億円
(l)噂水管の耐震佑

B海水揚縁水管をパイプイシパイプで耐震化する

…・管鐙OOOOmm.語録。OOm

｛幼自家ifの調書佑
重要路線の毘水菅を聞筑緯手の管に布険者え

…管復。αコー000畑、活長OOOOm
伺応急給＊拠点の般世

会畑等忠商提怯貯水槽を依置し‘応急鎗水拠点を綾錦する．

・・“・・場ltiltOOQnf、00箇所一
ω隣貌事Ill*との穏互応機の検討
隣接＂体との迫椅，，の聾償、災害時制鱒の実纏俸につ

いて検討，協檎する．

8) 精捜Etaの検討
1.J-.:1.k力・太陽治傍憾などの量rr.:r.；品}II..ーの世！Ill.につい
て．海水場の覆聾化も含めて検尉する．

－ 

． ． 

〔参事1.4〕時刺繍舗に用いる備旬曲線

人口lU:lt：永堂の－・＂＇傾向分宥信用いる怠な鰻 l旬羽織を参場

襲・1.4.1に示す．

〔参考・1.5)用途別指針

m~量測推計拾、健用水量を胤造測に分銅し、用量量ごとに推計

するものである．なお、分績に鑑た。ては、移考褒・・1.5.1広示

す用途別模串勿.. 衰を書考とする．

ζの方法記よる標制制師1手鵬場者酔1.5.1のとおりである．
1）生務局家

(1）盆活用ホv.>tl!，周波a置は、原周としてー偉家S援で使用され’
る：；Jc:ll:とするが、との中には家事用水と察事誕営権用水を含む
ものとして取扱む ζれ位よらなU喝合陰、各都市の串備を考

慮して決定する．鱒綿糊峨居摘を生活用水に紛る

のは、 d小亮店噂のように傘靖・の場での営業用水を分緯して針量

できないことに』~.?Ja

生椅用水の将＊推計球、時~n傾向分宥‘凶婦活4庁、要因別
分申庁、使用目的別公務などの描割方設から、適切なものを議総

包容せて行う．

同生活用水の＃来緯官ti:~告たτpてほ次の事攻I=留常する必

別添資料2-3

参考資料 Pl52

計 面 27 

裂があz,.

a. 生活用＊｝主、水務便所の普五‘快趨盤や剥偲位を伺えた

＊使用傑慢の唱fl臣、析しい生活習慣に伴う水俣周行動の費f版

ぴ雄司長銀~t.の進'11'等による増加要因に対しτ、節水宏織の宵
掃、却水機艶の蹄発・普友司書による減少.毘が考えられる．乙

れらの要閣の使用水量に与える影響は‘各都市の特性はより相

遣するので、給水実績の分析、実態爾釜の緒暴を跨まえ、揮官

の絡来像きら伝ほ置や地方の総合It留にも配慮して＊める．

b 将来の水需要雄、核家S量化や単身世撃の漕畑、 ;iJt-使滞横
需の普及などの湖加要飽と、舛食化傾向、量宮本根容の普尻、節

水符E砲などの減少要因とが置なり合。て形成されるものであ i

h過去の儒要動向もまた、その時の要因の複合作用によ9て
生巴たものであるζとから、これらの嬰固についてほ十分に銅

費分析を行う．

同各穂市の生活凋水のー入－1:1使用水量友ぴ氷使用実感開

牽舗県側等を事考として次に示すJ

a 世帯構成人異色一人ー田健m水量
世帯構成人見及び生活用水の一人ー田俊J17lc量の割l＃を参者

島U球、 .1t暢構成人民別一人－a使用水量t-•考書1.5.3に
示す．

検家旗化が進むと戸入一時期制It糊目するーこれは、 4実
家銀化によ？て世帯λ員が小さくな。ても但滞目的として使凋

される水量はほぼ礎わらず、個入目的として使用さ札る水量だ

けが膏化する己とから一入一日依用水量治噌掬するものである．

b 健婦白、的別水量、水使用符動問教及U:：水使用機器普及率

生活期成金使用目劫B自民みると、偶人宮崎と世帯目前に大測

でllる．個入目的主除、伺人単位で使用され．るもめで、ー風呂の

入浴用、シャワー周、水挽健所用、手ai.ぃ稔薗JllJ.ぴ欽純m
－等で~-i. 世帯E的と除、世智単位で使用されるもので、鳳昌

の注水用、 illi穏期．台高暗周、漉寧用友ぴその他用｛掃除、依＊
有事｝である..

使用目的1JDの諮礎的な使用水量｛器能水温｝と水使用行鋤簡

裁の筒査側を参場島・1.5.4と参考魯・・1.5.5に示す0,

水使淘換愚の普及事の嗣牽”を参老漢.1.~eに示す．

・園 生活用水の依Jiff§的別構成銘

生活湖水の使用目的別構成比の筒堂側を..島・1.5.7に示

す．使用昆脚柵成肱除、都市の住宅繍誠、地域の気象条件1"

;J<:使用習慣などによ事異なるζ量、既往の測量側の鎗も少ない

とと、Ma陸内容にも相当な豊島が見られること令どから、それぞ
れの祭舶Z却した鏡償を恥‘ること語嘩まし骨、ー

2) 蝶務・常棋風水

(1）議場・営舞mホ瞬、事窃筒、宮公署、学捜‘翁院、・＊テ
ル等書績の都市活動位おいて使用される水量で~l'J. その＊健
m形態も多織である．また、榔鵡線市、学園都市などの都市特
位争地域の気象条件、さらに社会経欝動向の影響を敏感に受W

るものである．

禁事S・営鎗用水の将来鵠針に当た勺ては、 lit.；列傾向分拡
.図録分析、要ilJO分析などの糊T方換の中村適切な方法を

． 
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平成主5年5月.13日

国土交通省九州地方整備局長

宮崎収殿

東京大学大学院工学系研究

教授滝沢智

土地収用法第22条の規定に基づく意見聴取について【回答】

．、
．
E

’

、・

平成25年5月7日付、国九整崎計建第1号にてお問い合わせの件について、下記のとおり

御回答申し上げます。

1.生活用水需要予測について

生活用水の使用量は家庭における水制用機器や自家用車などの所有状況、家族構成、生活

の習慣などのさまざまな因子によって定まるものと考えられる。これらに加えて、．潟水に

よる給水制限や断水などのため水の利用が一時的に制限されると、その影響は給水制限や

断水が解除されても数年にわたってつづき、一人あたりの水消費量が誠少した状態が継続

することが知られている。しかし、その後は入々の記惨から給水制限や断水：の記憶が薄れ

てゆくにしたがって、水消費量は捺々に回復に向かう。

佐世保市では、これまでしぼしぼ渇水による給水制限を経験し、そのたびに一人あたり

の水消費量が誠少した．しかし、給水制限の解除とともに、従来の水梢費量に回復する傾

向は他都市と同様である。このととから、一人お叱りの生活用水である生活用水原単位が、

漏水時を除く平時には従来の値に回復するという仮定は妥当なものである。また、生活用

水の水需要の総量は、人口と生活用水原単位を掛け合わせることによって求められるが、

穏やかな人ロ減少下においても、生活用水原単位が回復傾向にあれぽ、生活用水の氷需要

がわずかに増加するとの結論は十分にあり得る推定である。

2.業務影響用水需要予測について

観光業は、造船業と並んで佐世保市の重要産業の一つである。観光業を含む業務営業用水

については、水使用量が景気変動の影響を受けるため、時系列的に傾向を判定することが

－難しい。そのため、過去の観光客数と業務営業用水との間に棺闘が・あることを見出し、こ

の相闘が今後も続くと仮定して、将来の業務営業用水を推定するととは、妥当であると雷



える。観光業位おいては、観光客が直接に使用する水の量は限定的であるが、その一方で、

観光が盛んになれば、観光に関連した事業の活性化を促す効呆があり、それらの事業にお

いても水消費量が増大すると予測することは、妥当な推定であると言える．

3.犬口需要者の工場用水需要予測について

佐世保市は造船業と観先業が市の経務を支えている都市であり、そのうち造船業が使用す

る水量は、水道の給水量の大きな割合を占めて阿る。しかし、・近年は造船業もその業務内

容の転換を迫られており、佐世保市内の大手造船会社へのヒアPングによると、今後は新
規の造船から修樹首事業に業務の中sむを移行してゆく計画であることが明らかとなった。

修繕船事業では船体の潰静作業において大量の水を使用するが、その作業の発生は業務の・

．受注状況に依存し、そのため不定期にならざるを得なlt'.o水道による．水供給においては、

水需要のピーク時にも安定した水供給を行うことが求められており、ピーク時の水需要を、

その他め比を含めて平均して水需要を算出すると、ピーク時に水需要に対応できなくなる

恐れがある。このため、大量の水を消費する船体世帯作業時の水使用量をもとに水需要を

算定することは妥当である。また、ヒアPングによれば、今後は船体修繕事業を拡大する
予定であることから、同時に2隻の船体の洗浄作業が発生することも十分に予測される。

従って、船体の同時洗掃を想定した本需要を算定することは、佐世保市の重要産業である

造船業に対して必要な水量を算定するためには必要であると言九る。

.4.負荷車について

負荷率は、一日最大給水量に対する一、日平均給水量の割合をパーセントで表じたものであ

る。各年ごとの負荷率は、猛暑や潟水などの気象により影響を受けるほか、景気の変動な

どにも大きく影響される。特に金給水量に対する産業用水の割合が高い水道においては、

景気変動の影響が負荷率に大きく影響を及ぼす。このため、負荷率を決定する場合は、過

去 10年から 20年の負荷率を参考にするが、どれくらいの期聞を参考にするかは、その地

域の特性や、当骸期間の猛暑や渇水、景気変動などの事象の発生状況を参考にして定める。

佐世保市は、ハウステンポスなどが位置する観光都市であるとともに．、造船業をはじめ

産業用水が金肥水量に占める割合が高い。また、過去 5年はいわゆるPーマンショックな

どで世界経済が低迷し、日本の経請も活気を失っ：ていた時期にある。これらのことから、

負荷率を算定する際に、過去 10年ではなく、過去2o年の負荷率を参照し、その最小値を
採用したとしても必ずしも不適切であるとは言えない。むしろ、・今後、日本経済が穏やか

な回復を示し、佐世保市においてもその影響が波及することを想定した場合には、負荷率

が急激に変動するととも十分にありうるこどから、過去20年の負荷率に基づいた負荷率の

算定は妥当な算定方法であると言える。

－ 

． 



国土交通省九州地方整備局長

宮崎収殿

事成25年5月15日

首都大学東京都市環境学冒

特任教授小泉 R

土地収用法第22条の規定に基づく意見聴取についての回答

平成25年5}.I 7・日付で依績のありました国九整計建第1号による意見臓取に

ついて、下記の通り回答いたします。

・／記

1.生活用水需要予測について

佐世保市水道局における今自の生活用水需要予測における方法並びにプロセ

スは妥当なものであると判断します。

市民の生活や都市の産業活動に必要不可欠な水道において、渇水が頻繁に発

生している地域における水需要予測は、水道による水供給の安全性や安定性を

高めるためにも極めて重要な意味を有しています。このため、将来水道計画の

．立案に当たっては、市民にとって妥当な計画目標値を定めることに重点を置く

ことが必要主なります。

過去に数多くの給水制限を強いられた地域における水需要予測においては、

給水制限が無かった場合4の考慮が極めて困難です。今回のケ－~では、生活用
水の原単位構造式を重回帰分析により作成しており、この水需要構造式の説明

変数として「潟水の有無jを用いていることから、渇水が多発している地域の

おける構造式として適切であると考えられます。

また、生活用水の原単位’（一人一日当たり使用水量）を推計した結果は、平

成36年度において207L／人／日であり、同規模の都市における平均値253L／人

／日と比較して’も 2割程度低い値であり、過大評価とは言えないと息われますら

なお、現時点（平成23年度）の生活用水原単位1S9L／人／日については、過去

における渇水による生活習慣の抑圧効果が生じているものと推察されます。

， 

、，



2.業務営業用水需要予測について

佐世保市は歴史のある地方都市であり、観先都市、造船の宿、基地の存在と

いった特徴があります。基地における米軍や自衛隊で使用する大口需要につい

ては、水利用の特性が他の業務営業用水とは異なるため、別枠で予測している

点は妥当であると言えます。

今回の予測では、大口需要を除く小口需要を業務営業用水として予測してい

る訳ですが、業務営業用水の．大半が観光関連企業による水利用であることから、

業務営業用水と相関の高い観光客数を用いた回帰式による推計は妥当であると

判断します。

3.大口需要者の工場用水需要について

大口．需要者である造船企業への給水については、パルス的な水需要を呈する

ことから、最大パルスに対応しなけれほならないためゐ一般的な負荷率の考え

方与は別？と考慮すべきであり、将来における新規開発水需要についても市が見

込んでいる水量については力目算するべき水量と言えます。

歴史的にも佐世保市における造船関係の発展は、地域の将来を左右するもの

であると考えられることから、水供給能カの制約が地域の発展を臨書すること

．が無いように毘慮する必要があります。

4.負荷率について

負荷率については水道施設規模を決定すでる際の安全率の一部であると考ゑて

おりぜ基本的には安金側に－設定することが肝要です。

佐世保市においては、過去において厳しい渇水を経験しており、観光産業や

造船業、そして基地における水使用を考慮すると、一日最大給水量と一日平均

水量との差異は大きくなる可能性を秘めていると考えられます。したがって、

今回の水需要予測区おいて 20年の期間における負荷率のデータに基づき、 2番

目の最小値である80.3%を採用したことは妥当であると言えます。

また、この数値除、同様に基地の街である横須賀市の・80.0，%、造船の街であ

る呉市の78.5%、さ包には近隣の長崎市における80.9%という数値と比較して

も、納得することができる数値であると思われます。



2業務・営業用水量と経済の関係

｜業務営業水量は観光客数と高い相関関係に｜

業務・営業舟水においても、使用水量への影響があっている。

その要因としては、経務情勢悪化が企業経営に大きな影響を及ぼしており、企業の活動盆そ

のものが衰退することに伴って水需要が減少し、さらに経費削減策としても水の使用丑が抑制

されている傾向にある。

悪化の影響を検証するにあたっては、その内訳が観光関連の業種が約半数近くを占めている

ことに留意する必要がある。本市の観光客数についてもー速の景気の低迷によって、減少傾向

(H22には一部盛り返している）がみられる。以下、観光産業について検証を行う。

①観光

営業用水の約半数を観光関連産業の使用量が占めており、観光客数の推移は、

業務営業用水の使用量.！：＇.Hl関が見られる。経済情勢悪化に伴った観光客の減少

による水需要の低下が顕著に現われているの 人
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参考資料 P74 

九防第 6o・ o s号
24. 12. 21 

佐世保市長
朝長則男

九州防衛局長
槌道明

様

における水需要の将来見通しに防衛関連擁設（基地）
ついて（回答）
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1.3位計の基本事項 3!J 
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1.3 設計の基本事項

1.3.1 錦則
水道除、取J.I<.，、貯水、導水、静水、選点、配水の各
施設及び輪本装置から構成される4て木ち建築、機崎、
電気、計畿管の分野’にわたるシステ共であり、これら

がー体となって機能を発揮するsしたがって，設計に

当たっては‘4長体として調和がとれたbのとなるよ
う、また、当融施設に求められる性飽を実現できるよ

うに次の各項に暫定しτ睦計をむうs
1. 法令や・基準に準拠していること＠

2. 構造上告令で」Jc.Jlft的な詣条件を醐たし、~要
な緒水能jJを償えていることa

3.水質よ安会であること a
'1.安定的かつ効事的であることe

5.地震などの提害時及び事故などの非常時（ζ

の~にS書いては‘以F 「非常時！という｝ーでも
極力断水するととなし施設の復旧が速やかに

行えることまた、施設被害に伴う重えなて次

被害を生じきせないことg

6. 予備力の確保、施陸の分散4弘、水源の多系統
it・等に配慮し、給水の確実憶を高めること。
7.施設におけるライフサイクル全体の器靖性に

·~躍しつつ、施工JJ.U韓持管理治晴、初であること＆
8.将来の改良・J!新、拡張等に寵慮しているζと。
9. 各施艇は環境の保全に冊E草されたものである
こと。特に設計に当たっては、省エネルギ守化

キ‘新エネルギーの活用、資源のイf効活用等に

配慮することs

なお、設計手法としては従米のft:掠設計から性能設
計に移符しつつあるが、性能設計の実施に当た。て

は、設計の自由度合吹きくなる・方、その責佳が大き

〈なるととにも留意Lil-けれほならないa

また、とこで述べていない処現聾世や費槙樹事を使

用する場合はほ、．卜分畏掴にわたる実験再P他の実績を

基に温帯を決定し、設計輔元を定める。

. 1;3.2 水道施陸全体の位置足びE列

水道施麗の全体の枕世2l:ぴ菌窃恥弘次句者調につ
いて検討し、その結晶を蕃に決定する．

1.地帯との接舎をばかり、地形を積b利帰す
ること．

＆人口動向など将来の都市静態に適合するも・

のとし、雄践の改良・更新、拡E院に支障を生
じないようにするz

3.葬常時でも、できるだけ断檎水制定じをい
ようにするとと。



業務営業用水の予測

＼ i【小口需要｝
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~ ~ ~ ~ ~ ~ ~· ili ~ ~ ~ ~ ~ j 
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3,50!ュαXl人

3,100.αXl人
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2.5日ユ臼泊人
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佐世保市の業務営業用水〈小口）
はハウステンボスを始めとし疋観
光関連企業が多くを占めているこ
とから、観光客数との相関関係を
用いた予測を行っている。

浬
一
潮
崎
掌
M
l
∞

大口需要者の米軍・自衛隊は過
去実績を採用している。

16 

f【新規需要】 〕
｜専用水道 l,179m3／日 ｜ 

+ I ~成29年度以降 : I 
｜給食センター 230m3／日｜ ； 
｜平成25年度以降 ｜ 

J【大口需要】 ＼ 

+\ I 米軍 2.2~ 1 1 

： l自衛隊 1,955m3メ日 ｜； 

（ 
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1.2.4 基礎調査

基本計画の策定にちたうての宣＝礎；￥~査は、現状

ν・＞ii:.:躍を行うた上で‘必要にl.（；とてi欠の各羽：こよ
り行令

なお、定施に ~~＼たっては，各舗で記述しだi調査

事項を参考としてf子う

l. 給;i-:L三j或の決定に必突な基礎資料のii(集と

調査

2. 給水量の決定lこ必要な基礎資料の収集と．

関連する計岨等C111il).J1£

3. 総合的な上位計測皮ひ向；生する水道 e事業計・

！刻、 スi主水迫刷~＼伊・治·＇J~ "A~の，：1・問につトての

;;i;q宇

l. ノ・j（道施誌のf113U.2.；｝構造内決定に立、安とな

ろ 卜j然的 J~U社会的条件の1~ fr 

;j. 劫似 ・H nl伐＇.tr！~~誌の 1\1D施，＼！z 及フそれ ら

のや吏u：訴手にうトての資料，r111i.mと高！t
r:.. 各視点；1J, について利水の可能性~ ij；；詰 ・ぷ

白山調査

7. 改良• I互訴をhうべき施設の従i埼‘≫＋191を

決定するための現有施設の評価

8. 公害の防，，＿J｝.ひPl然環j定の保全を同るだct)

の環境：~~'.ff.・の評価

〔解説〕

1.について i

目r1ll!i給水~Jえの決定i二際しでは、行政1＜減内の向然
的・社会的条件lえひこれらに｜地述寸る将来1iiI珂を把持

し、特に i：地利用 紙需の異なる地域ことにぷz需要山

現状と将来の見通しにつトて別査する

この均台、水道的持つ社会的役割の重要性を考噂

し、ラチめて給水！＞＜：域をlムく比定する必要があるが.）刑事

に維持管JIJ＼の恐喝1丸科；剤't';'{; （こっ1・ても河：をしておく

2，について ．

針鼠j1f ；~（こおける給水計は． 基本計jib｝の快併をなす

ものであり も 合理的に決定するため、次のす~.~Fiについ

て調資寸るが、 rJ.~ 1-tするみ純関係テータには．手ギ）；~fl:

が5浅く求のられることに留意する

1）給水量の実績

使用水量の「~j途別えは口｛歪別内訳の’支誠について、
計画期間を踊まえるとともに、今後の傾向をすもi)!lj寸る

ために適切な期間かとうかに配慮して、少なくとも過

去JO年間程度の資料を収集するー特羽；な月j迭の箔：要が

ある土器合には‘それらについても調査する 例えは、

出光地J或のレク リエ－ ：.， ョン人li及び使用水世、船舶

~－fi ＊ ：込・7与について資：刊を収集し品交する
2）用途別使用水量の変動要因

用途切j使用水量の変動安pq分析のための資料収集を

h
z
w
 

t
n
 

行うー詳細については、参考・1.5用途別推計を参照する

3）地下水の利用状況

水道水以外に地ド水を直接利用して＼.る地域にお、．

ては、実態潟査：辛をfiってその利用状況を把握してお
く 特に、多罰使用する宮築物‘地下水のJ湯水規制r})

9JJ向についても調iまし、 .f-jil水dへのVH｝えの予測をわ・へ

また、地下水の利用形態として、上＊道を事故 ・災
害時のパ 1 クアソ ブとして欧諸つけた雑片~＊浮への'l:lj

用が増加してきている 地ド水のこのような利用形態

のj普加は、地盤沈ドへの影符や地下水水質のiち染か

あ・コた均合、 水五水への転換なと水道の治rfR~な i}~九

要として、 ー；局＇＊時における上水道の水運用 に影需を与

える可能性があるこζから、実態をト｝t調官L対決を

後付してお、必要かある

ーす顎否喜市古覆肩京1
水道統計等を参考に L 、 都 rliの性f語 、 IE展~~； i't ~~；に

つLて渇似している都i1iにおけるj有j差別筒！行水量.（.! ;. 

一人ートl使用水量の推移を謝恋する

5）水需要に関連する計画

1¥'I) flj :7J.；警備に｜羽する；iJ・同 f-1：主の建設l：「却する計
画、工業の立地；こ関する計＠j、Iて水道の腎備に｜刻'T;". 

計問、都市計四lベ)1;!，：マス々 ーブラ 〉等を調査する

3.について；

ア水道整備基本部想ーや「広域的水道警備計jl可」等．

総合的な計画が策定されているときは．当該計画l二皆

立する必突があり． その日十l凶内容 f~lj えは、水~.；；宇itに

l制する長期的見通し．水道のも芸術に｜渇する松本的}jZ!-

~·・； こ っ＼ .て十分把挺してお九

tf＼造用・＊供給与工業においては、受水官iの自己水；原の
・実態．，；十！函給水；孟Jlぴ受水地点、F：二勺l.て調査し． 一
方、受水jftljの水道事全においては．供給側の将来計l耐

12.び供給庁式等について調査する
また、 1Jd車の捌1正儀jffiによるAくの有効利用、施設の
共同化による；；－.F［的な維持管理咋のため、広域的視野

に之うたぷ道AJl均．．隣接する＊道事業I｝＿ひ水道4J;J~供

給~$の計画について卜ft把宛してお

4.について；

水道施設は、建設及び管理が安全か勺存易であると

ともに、 水害や震災による影響が少ない場所に設mす
ることが望ましいーこのため、 予定地の向然的J社会

的条件について、次の事項について調査する

1）自然的条件に関する調査

l当然的条件に問する調査は表・1.2.2のとお11である．

2）立地条件等に関する調査

l1：地条件等に問する占有査は表・1.2.3のとおりである

3）土地利用計画等に関する調査

土地利用計l初等に問する調査は表・1.2.4のとおりで

ある
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平成25年 4月 8日

佐世保市長 朝長則男様

佐世保重工業株式会社

代表取締役社長湯下善

水需給計画における将来見通しについて（回答）

黄職におかれましては時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

先般は貴市における将来の水需・給計画策定におきまして、弊社の経営方針にご配慮いた

だき、識にありがとうございました。

今回あらためてお尋ねいただきました2点につきまして、弊社の考え方を以下のとおり

回答させていただきますので、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

1.弊社における今後の水使用について

今後の造船業界を取り巻く環境にもよりますが、基本的には今回打ち出した経営方

針に基づき事業を展開してこととなりますので、目標年次には舷船・修繕船事業の事

業比率が現在の約2倍になるものと考えております。

このためこれまで以上の受注量に対応していくことで、各ドックの運用についても、

従来とは異なる対応が想定されるとともに、各ドックにおける稼働率も今後、上昇し

ていくものと考えております。それに伴い各 ピックで使用する水道水についても、一

日で同時に大量に使用することが想定され、これまでの倍以上の水量を供給して頂く

ことも十分考えられます。

具体的には修繕船は、ドックに入港してから「船体洗浄J、「船体部・機関部修理（船

により異なる）J、「塗装J、f竣エ検査Jという各作業工程に従って進めていくこととな

りますが、この最初の作業である「船体洗浄Jは塗装に必要な前処理の作業として大

量の清廉な水道水を使用するわけですが、この「船体洗浄J作業が複数のドックで同

時に行うことが想定されるということです。

この「船体洗浄」作業で使用する水量は、修繕船一隻に必要とする全体水量で考え

た場合、修繕内容や修繕船の状態（腐食や付着物など）、また修繕船の船種（客船など）

により違いはありますが、全体の作業で使用する水量の概ね8割程度の水量になるの

ではないかと考えております。

会社名
非開示
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なお、具体的な水量データについては、弊社では把握しておりませんが、貴市にお

いて過去の修繕船での使用水量の実績をもとに分析され、ホ需給計画に計上されてい

るとおり‘最初の作業での水道水の使用水量については日量約 2,000d程度の水量に

なるのではないかと考えており主す．

．以上のとおり、今後のドックの「薪たな運用』や f稼鋤率の上昇Jによる水量の増

加や過去の修繕船における水使用の実態に加えて、今後の弊祉の経営戦略等を考えま

すと、貴市で新規水量分として予測されている日量 4,412rrfは最低限確保していただ

きたい水量と考えております．

2.今回の増加水量を再生水の利用で対応することの可能性について

） ｛自社独自般市の再生水〕

①弊社独自で再生水事業を行い活用していく左した場合、まず使用する水については、

各ドックで使用する洗浄水を利用するこ左が想定されます。この場合、新たな鑑設整

備のためのコスト的な問題に加えて、処理した再生水を貯留しておく設備（タンク）

及びその設備を設置する敷地が必要となってきますが、弊社にはそうした設備を設置

するような敷地の余裕がなく、実現は困難と考えております．

＠ 市の再生水事業を利用す，るには、供給能力が不足しますし、能力を増強しても弊社

の使用実態からすると実運用上、問題があると考えますが、仮にこの再生水を利用す

るとすれば、過去、市当局にもご協力いただき導入の可否を本格的に検討した経緯が

あります．結果としては‘塩分濃度が問題となり船の洗浄にほ刺用できない、艇に利

用するのであれば場内での活用（トイレ能持等｝にしかなりえないとの検討結果とな

りました．‘

参考ですが、船体洗持後の残留塩分譲度は船底などの没水部はsOmg/nf、カーゴー
ホールド、パラユトタンクなどが5Omg/rrf、デッキ、上構｛居住区）が1OOmg 

/rri以下とする仕様が一般的な基準となっております。乙の基準を越えると、塗装に

悪影響を及ぼし、塗面が剥離し、鋼板の腐食の原因ともなりますユ特に艦船について

は銅鉱の厚みが薄いため、注意が必要です．

JM .h 

~ 
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ヤ－成24年 12月;i.g日

会社名
非開示

件τ甘：ft.，霊工芸m：式会什
代妥取話役干上長 z持t・-

持H月鴻長佐世両市長

芸
』

（｜ロ｜存ト

拝啓

帥＂,<i;D~震、時下まずますご清祥の段、お；：：び申し上げます〉平素は倦別のご高配を賜り、厚くお礼申し

上げますε

ご尽知の通り、弊祉では3ヵ年事業計画を策定し、経常の改善に努めているところで、すが、当市は市況

が悪〈、採算件が悪い新道船部門を大射に滞小し、時1;f・修繕船事業、機械事業、新規事業に経営資源

水需妥の将芙見通しについて

を重点的に法人していく所存ですご

そこでお尋ね頂きました、水需妥の将来見通しとの関連質問事項2点に関しましては、この方針に従い

回特主せて頃くことになりますので、三理解、ご協力のほどよλI..くお願いしますs

敬具

基本的な考え方

向こう 3カ年の経営方針（事業再構築について）Jにもございますとおり、新造船事業を取り巻く

業界環境の悪化に対応するため、調て造船卒業を縮小することも含めて採算の改普を凶っていく一方、

信挺・修繕船事業等の新造船以外の既存事業を強化、新規事業のす＇ ・ち上げ・発展を推進していくこと

で、収益の拡大を図り、業績の早期臣複を目指すことといたしてお．り去すヱ

具体的には、艦艇・修繕船事業の事業構成比として、 2011年度 13%から 2014年度25%へと今後

3年間で約二倍の受注拡大を図ることといたしており合九このため今後、艦艇・修繕知事業におけ

るドックでの水道水の使用については、これまで以上に大量の水道水を一時期！と集中して使用するこ

1. 

とになりますc

また新造船事業においても、これまでの使途に加えて、従前は短納期であるため必要ではなかった

ぷ道水の使用が想定・されておりますa これは、一般的契約として‘進水後：ヨヶ月以上岸壁に係留した

（権水にさらされた状態）場合、引渡し前におけるプァイナノレドック（化粧ドック、再塗装）が必要

となり、この際の塩分除去のため、塗装作業に先行し・て水洗い作業が行なわれ、新たな水道水の使用

が出てきます・。

このため運用状況によっては、各ドックで、使用する水道水が、 －t:Jで同時に使用することも想定さ

れ、これまでの倍以上の水量を供給して頂くことも十分考えうれますので、ごうした使用を前提とし

た供給計画を策定して頂きたいと考えております。

佐世保市において現在行なわれております水需要の将来言1・面については、上配当社の経蛍方針を十



‘も

J
、
｛

d
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’（、J

分ご理解のうえ、ー必要量の確保に努めて頂きますようお願い設します。

参考資料 PSS

2.今回の経営才針は、「向とう 8年間jを許両年次として掲げたものでありますが、最気の動向及び

新造船事業をとりまく業界環境等、状況の変化が見られなければその後も継続していくものと考えて

おりま守ユ

以上
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造船企業の水需要にういて

1 .水需要予測の基本

水需要予測は、安定供給の確保を目的とした水道施設を建設するにあたり、施設の規

模を決定するためり数量を導くために行うものa

浄水揚や取水施設を始め、水道施設の施設能カは一日め給水量に対して設計されてお

り、年間で最大の需要が生じた自にも、これに対応できる能カを持たせる必要がある。

安定供給を確保できる一日最大給水量の設定が重要な要素となる。

従って、一日；最大給水量への影響が大きい大口需要者の動向に注視し、必要に応じて

対応していく必要がある。

2.造船企業の経嘗方針転換

本市の工場用水の大部分を占めている大口需要者である造船企業が、従来の新造船事

業中心を見直し、修繕船事業中心に転換し、修繕事業を今後3ヶ年で倍増するとの経営

方針が示されていたため、意向調査を行った。

その結果、主な内容として次の事が判明した。

［《制一果》 l ， 

・修繕船事業では必ず船体洗浄作業が生じるため、大量の水道水を使用する i 
・船体洗持作業院は塩分を含んだ水を使用することは出来ない。 ； 
・船体洗待作業は修繕工程の当初に行うため、修繕作業に使用する全体の水量のうち、 I 
概ね8害jが当初の船体洗棒に使うことになる。 i 
・船体洗浄には、平均的な大きさの船でも 2200rrf程度の水を必要とする。 ； 
・今後は修繕船事業を中心とするため、複数のドックで同時に船体洗梓を行うことが I 
想定される。 ! 

L！~竺里子持~~さピ二竺~~！.里fムセT竺？竺竺竺竺一一j
※造船企業が実績を基に、最低でも日量4400nf程度の水量が必要であるとの意向が

示されたもので、水道事業者として、これに対応する必要がある。
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3.水需要予測での見込み方

通常、一日最大給水量は、一日平均給水量を負荷率（日平均給水量と日最大給水量の

比率）で割戻すことで求めている。負荷率は、曜日や天候、季節（観光や帰省なの に

よって変動するもので、時系列的な傾向を示すものではなく、また、実績の積み上げに

よって設定するものでもない。今回の水需要予測では、過去の実績から計画負荷率を

80.3出に設定している。

負荷率のイメージ

ー日ll大給水量

80. 3%負荷率で調整

ー日平均給水量

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 
月 月月月月月月 月 月月月月

しかし、造船企業は修繕船を受け入れる度に、工程の当初の船体洗浄で大量の水を使

うという特殊な使用形態であることから、一日最大使用水量が最低でも約4, 400rrl 

以上であるのに対し、一日平均使用水量は約50 0 rrl／日と極端に少ないため、負荷率で

調整できる範囲を大きく超えている。

ーー－－－『ーーー－ー『ーーーーーーーーー・ーーーーーーーー首ーーーー－--－ーーーーー”ー鋼・－Sit:大給水量

負荷率で 、，v
調整できない，、

I . c約4,OOOm/8) 

ーーーァーーー旬ーーー】】唱....－ー一日平均給水量
（約500rn'／日）

（年平均の50 Onf/日を負荷率80. 3%で割戻しても 622rrf/日にしかならず、

実際に必要な4,40.0nf/日に遠く及ばない。）
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4.佐世保市全体でも調整カ嚇しい

平成23年度は変動幅9,087rrf/日（負荷率88. 7 %）を記録している。つまり、

佐世保市全体の水需要者が様々な水の使い方をする中で、最も需要のピークが重なった

日に、平均給水量に加えて約9千rrl/日の水が必要となったものである。今後は船体洗浄

4, 400rrU日以上の変動幅が、従来よりも高い頻度で発生するので、このピークの日

に、造船企業の船体洗浄作業を行う日が重なる場合には、さらなる変動幅を記録するこ

ととなる。

船体洗浄の最大使用量を平成23年度の実績に当てはめた場合、変動幅は約13' 4 

0 0 rrf/日となるため、負荷率に置き換えると 84. 0%となり、造船企業の船体洗浄だ

けで実績の88. 7%より 4. 7%も低い値となる。また、この数値は船体洗浄1隻当

たりの平均使用水量に基づいたものであるため、実際にはさらに大きな変動幅が生じる

ことが考えられる。

このように、造船企業の使用形態は非常に特殊であるため、水需要予測にあたっては、

佐世保市全体の負荷率で調整することは難しいため、負荷率以外の項目で見込む方法を

考える。

5.負荷率以外で調整する方法

造船企業の経営方針転換に伴う水需要の増加を、一日平均給水量（有収水量ベース）

で見込むものとする。

最終的に必要となる数字は、一日最大給水量に置き換えた時に、造船企業の最大使用

水量の値とならなければならない。

従って、修繕船1隻あたりの平均使用水量を見込み、 1隻当たりの平均と最大の差を

負荷率で調整をかけることで、一日最大給水量に反映させるものであるO'

負荷率で調整

－ーーーーーーーーーーー・ー隻あたり
.大給水量

－・あたり
平均給水量
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6.見込むべき水量

造船企業は従来から修繕事業を行っていたが、複数のドックを使用して修繕を行うこ

とはなく、また、新造船事業を中心としていたため、頻度も少ないものであった。その

ため、過去の実績においては、佐世保市全体の負荷率の中に飲み込まれた形になってい

たものと思われる。

しかしながら、今後は、前述のとおり複数のドックで同時に修繕を行うケースがあり、

頻度も大きく上がってくることが想定される事から、佐世保市全体の水需要のピ｝クと

造ibl1£業の使用水量のピークが重なる可能性が高くなることから、複数ドックで使用す
るク｝スを想定した使用水量を見込む必要がある。
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〔参考・1.7〕推計手法

以下に主なJ伝討手i土ーについて河ぷするが、推計に注~たって

は、社会－苦海状況、地域特性：需::i:'.者ニーズを的iii¥に反映さ

せるため、各稀推計予i去を精力的｛こ巡lil'....実態に泣いP.iょを

j菜畑する必裂がある＝

1）時系列傾向分析による推計

凶4市分符の一つで過去の使時1.,f(泣スは原単！;'I:の傾向が今後と

も法くものとみなし、実~iの趨勢に設もよく迎合する傾向曲線

を明いて推計する方法である：傾向曲線の詳細については、参

考・1.4時系列傾向分析に用いる傾向銅線を参照する

この方法i主、水需裂が将来も実績JUJI悶と同線な傾向で推移す

ると－r-想きれる均合に適切な方法である．
時系列傾向分符には、人lJ~藍討と同級の方法 1- 1.2.s基本事

項の決定の3. についての2）時系列傾向分析による将来人口

の推計ー参P.＼！ • があるが‘分符に用いるゴミ議デ一歩のJUJ問等に

ついては‘ 近年の傾向を十分に反)Ill~ し f与るよ弓 ·.'tt·.＼！して決める

必要がある．

2）愛国帰分析による推計

lf{iil.1立か使用水母のいずれをJ佐官｜する刀・を検討した上で．水

市立起の変動に関係が深い社会・経済等の~閃を説明変設として

111帰モデルを設定し‘これに説明変教の将来値を与えて予測す

る方法である 電幽帰分肝Li.桜数の説別変数により水需要を

推計するものであり、説明変数の選択に当たっては、筑百｜的手i'

£性だけでなく悶果関係の合理t件、妥当性を｜分考慮するとと

もに、中長期的推計においては将来必要と思われる姿閃につい

ても配慮をする必要7.1｛ある

ニの lfi去l立、時系列傾向分符とl司線過去のデータのみに依存

しており．将来社会総済の大きな変化が生じないというiiiIEに

基づくため、；ぉ水や；；n2等の異常う兵銀も過去の傾向に含まれF

ま与という斜面生かある よりiF.確に予ii:!するには．こnらの

影響もJj・rεする必要がある

凶帰式l立、 寸立に次の式で？＇＜される：

Y＝弘，＋b, x, ..-b._ x＿ー目H ・H ・..~ b、Xご
y: j惚月1水長 lm' 111 ..X.1立、 l以単位 l I 人・日、 m・、件・

日等，

Xi ：袋明変i~ （参考表－1.7.1、1.7.2参照，

h：定数瓜 b，：係数

参考表・1.7.1 生活用水をH的変数とした場合の
説明変数の例

つ士亙ご二二二亙翠~t昭一て二ご三 ．
平均i吐帯人目

， J、lI 伝宅半、老￥人LJ比率、包II日人U比率

事f.i存
家計1肖'fi ）ヒ出． 』Ii民所得、位J帯i'ri功‘ロ1包う：•r得、週行指正t
令向~t；先i邑！寝苦1l苧. j事；，c明決‘話機脅及宰．立法1慢昔主事、
j由水泡 ト イ L 普及率、温水没U•：型選普及出匹、：先安it街化枠内

4ιf制限詩型空・剖但笠也lll水抗水淀川旦伊自宅主『
在宅一ー三百百モ元二戸、水it！ヒ本.n :¥. !i\／＞＿＼苦手及半.~べ床面~ii ’ 
i!ii＊：怠沿 海水芯j;,
託宣一 主主主主主・ぼ旦~ニ主主2主さI .1_3_二豆墜と主笠~Iよー
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論

参考表・1.7.2 業務営業用水を目的変数と した場合の

説明変数の例

分ミ：1 2色町長以の！買
R 一 色fJl＇＂＇＇、辛＇lit＇；｝｛／ 人圭寺三：Ir
・d J 市民所得．純生I主m.~~3.:t@.:S！純生増設、逮H指数. ；，虐筏
圭；市街路

対象荷1警官員、 字lZiEJf?d'B?;g、
吃従業釘主主、 ;ii.）次必~~，託業.fl·喜t.
号~~理活必従業主・者t. p:~母、高~~‘ j（·食住、 D公害、 主主主主：Pi

t<t;!l;ぎ認＝‘よ安宅Fヘ 学技生徒数、 i電光客Ji
I 事署長所致、給iM主主主、 n")ll}Cff：~. .i.K，除湾紙包·：~＇!ft. 君子字文：~l
~Ji.：雪~>!IT主L主主容挙法定書室、 ホテ~~主主主fd'li亙請ス：主存主主主主、 i!!＇~j.量2室長賞、

し一一一_ff笠空空主主一一一一一一一一一一一－~
f主夫中、：T),,rlf:；ム寮怒別iニ推計する~の民明受誌の河

3）要因別分析による推計

~·凶別分析l立、用途ごとの水i定府：二関連する~周にぎ月し

て．説明要因あるいは以単位の砂向を、そのtt~liliこ踏み込人で‘

関連する社会経済要同の例きと述~~させて推計する方法や、 l頁

Iii.I立を構成嬰囚に分却して日1する方法寺とを総体寸るもので

あるミi't符｝Ji去としてl之、時系列傾向分折、 凶4冊分析なとJJtj 

｛去を混択組合せて用いるが、水1史)fj＼安岡の構造分t:fを中心と し

た推計h'法であることが特使tである
'.J:i&J.H水については、一人 ・l:J使府,j（景’原単｛立・の変化を

怯家族ft. 水伎刷機器のil~及券のJ11J;n妥l~~や、節水玄誌の高拐、

節水俄俸の骨及等（｝）；＇！！（，少妥肉に区分し虫 ！閃別に控百十する}j法な

どがある

業努・？守愛用水については、小売店、病院等のみ袋怨の施泣

数や、恋物床面積、事t蒜免殺と争を関連する社会縫済J張同と組合

せて総計する方法や、＇.￥~1.i..~別原単位を出設の規模、業主長の特怜

号事の要因別にLi{＿＇，｝し、要同別に~It到する ih去などがあるご

4）使用目的別分析による推計

水使用行mi等に務討して./}<.';/J妥を構成する使用目的ごとに

将·￥の得要量をチiU~ し議み 1-. 1fる ）ii去であるーこの方法！；、生

活行動面で実感として月！解しやすい利点があることから主とし

て’h活用水のf佐討に用いられる.~ti舌 l!l水を使用目的別iこ洗

面・使用｝等の他人目的と，；先抱・炊事等の世帯目的に大事IJL、

実態拘査等により恭礎的水量をま￥111 し、これに水使用後器の·r~

及率や洗滋等の1j(使用行動の回数、給水人ll、給水世情数等の

将来往定簡を乗じて使羽目的別にJ謹言1・するものである :tt礎的

使用水吠が将来f変化するJ待合l立、前述した時系列傾向分布？やIE

回帰分併の方法を用いて推計する場合もあるー

ニのU法による推計例として、参J考表－1.7.3に棟i格的な使別
凶的別の水.~：ill・n式を参考としてポすが、その都市の調査デー

タの蓄積状況等lこJ必じて、透lj）に定形して使用する必袋がある

5）その他の推計

多変電解析法、会ステム・ 5イナミ ~ 7スi去、連立)j袈式i去、

カルマシ・フイヰタ一法等7：として符済分析などに尉いられて

いる予測方法を、水漏・~予測に適用する持合もあるが、それぞ

れの方法に特徴があり、予測の目的にrt：じて使用しなければな

らない

また、過去の水需要の笈動から一定の傾向を見出すことが廷

しい場合や、将来の使llJJjd託；やIll¥単位、説明変数等の予測が悶
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鎗~婿合段、前i!L.t;：指針手援によらず、逝去の＊寄要の平均

E置や最大健容を用いることもある．
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1.3 設計の基本事項

1.3.1総則
水道4ま、取水、貯水、導点、海水、道水‘ 001.k.の各
施設混ぴ給水盤置から構成される士木、建築、携雄、

．電気、計告を寺の分野にわたるシステ共であり、これら

が一体となって機能を発揮するsしたがゥて．設副・に

当たっては‘令体として需和がとれたものとなるよ

う掲また、当融施設に求められる性能を実現できるよ

うに次の各項に腎意して設計を行うs

1. 法令ヤ基準に準拠しているこ c.~
2.構造上安令で水照的な諸条件を満たし、必要
な韓7.k.能：｝J~構えていることn
s. At：質よ安全であること，
'1.安定的かっ効率的であることe

5. 地震などの災害時及び事故などの非常時｛と

の寧』こ.t:tいては、以:r「非常時lという｝でも
極力断水するととなし施設の復旧が速やかに

行えることまた、雄設被害..こ伴う重よなて次

被害を犠じさせないこと＝

6. 予輔カの備保、施設の分散~t、水源の多系統
化等に配慮し、給水の確実性を高めること。

7.施設におけるライフサイクル全体の緩帯性に

配膳しつつ、施工品ぴ維持管理地帯潤であること8

8.将来の改良・J!軒、拡張等に配慮Lていること昏
9. 各施設は環境の保全t：.~慮され1とものゼある
ーこと。特に設計に当た・つては、省エネルギー化

帯、新エネルギーの活用、・資海のイf効活用等に

配慮するととs

なお、設計王子陸としては従米の伏線欝itかち性能設．
計に移行しつつあるが、性能設計の実胞に正当たって

は、設計の自由度が大き〈なる・方、その貴怪が犬き

＜~るととtこも留意し会ければならない，

また、 ζと・で述ペていない処環接置や費犠輸事を使

用する場合4とは、 J・分畏調にわたる実験や他の実績を
基に適脊を決定し、－設計諸元を定めるe

t.3.2水道施設全体の盤置及び配列

水道施設の全体の咋世及び置事前弘次の各項にヨ

いて検髄し、その緯鳴を基に決定する＠・

l; ；地形との接合をはがり、地形を核b利用す
ること．

a人口動向など将来の郵市曙躍に適合するも
のとし、擁霞の改良・寛帯、抵瀧に支障を生

じないようにするz

a非常時でも、できるだけ断滅Jj(府生じない
ようにするととv ・
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l.Z 

①小口需要

小口需要は、食品製造や金属製品製造など様々な業種で使われている水量である。

近年の漏水や経務不況の影響によって、時系列的な傾向を示しておらず、また、業種

の幅が広いため、業務営業用水（小口）のように相関が低いため指標値も確認できな

い。そのため、過去実績を参考に将来値を見込むこととする。

前回水需要予測では、過去20年実績の第2位を採用していたが、今回、過去実績

を見込むにあたっては、現在が渇水や経済情勢の低迷の影響を受けていることを踏ま

え、過去1.0年実績の平均程度への回復には備えることとし、 l, 11 4 trl／日を採
用する0 （※参考資料：再評価P52、‘ 55参照）

「
z
j
J

／

t
t
．
 

②大ロ需要〈造船企業〉

造船産業は本市の基幹産業のひとつであることから、造船企業の水需要の動向に注

目し、とれに対応していく必要がある。そのため、推計に当たっては当該企業に個別

に意向調査を実施した。

その結果、今後、当該湖仕企業が従来の新造船事業中，むの経営から、修繕船事業の

大幅増強とする経営に方針転換を圏り、特殊な水の使用形態となっており、今後は、

このような水の使用形態が修繕船事業増強に伴い顕著に表れていくことが想定され

る。

この特殊な使用形態を、一日；最大給水量に換算した時に適切な水量として反映させ

るために、相手方より申し出のあった、船体裁静1隻あだりの平均的な使用水量から

算出した計画給水量4,4 1 2rrf／日を施設許画上の一日平均宥収水量として設定する．

（※参考資料：再評価P52、56参照）、
I 

⑤新規需要

() 【佐世保予グノパーク】

現在、自己水源（深井戸｝を使用している企業が、自己水源の水量が不安定になっ

，てきており、、水道への転換に対応する必要があることから40 3 rzf／目を採用する。

〈※参考資料：再評価P-52、テクノパークにおける地下水利用企業との水需要計画

における将来見通しに関する議事録参照）

【水産加工園地】

佐世保市（農水商工部）が進めている新規水産加工団地で、既に、造成が完了して

いる。今後の誘致に備えた新規需要77 Onf／目を採用する．（※参考資料：水産加

工団地に関する将来水需要について（回答）、再評価P53参照）

【つ〈も苑跡工業団地】

長崎県障害者福祉事業団つくも苑（身障者支援施設）が移転した跡地を新規工業団
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・水圏目工団地

造成が完了している工業団地であり、新規追加分を見込んでお〈必要がある．

今年度1区画契約漕み、隣接区画も現在協議中どのととであり、今後も建設が進むと見

込まれる．

次の式で算出した値を採用する．

計画給水量 ＝ （敷地面積当り淡水補給量日×（有効敷地面梯

= 3. 19 nf/100 uf日 x24, 023 n:f 

キ 770n:f／日

。 〈参考資料〉

織地面積当り談水補給量）

。

水産缶詰・瓶詰製造業 3.19 nf /100 nf日（工業統計四2)

（有効敷地面積）

敷地面積

内崎劇団積

有効敷地面積

－っくも苑跡工業団地

24. 773 nf 

710 nt 
24, 023 nl 

長崎県障害者福祉事業団っくも苑（身障者支援措設）が市内に移転した跡地を工業団地

として県が再整備するもの．

つくも施の移転先は市内であり、っくも弗分の水需要は誠少しない．

移転先は県公舎用地であり、現産居住者は市内に移転するので水需要は誠少しない．－

平成25年～2.7年での移転造成許商．

都市計画法第32条協帯書より、日最大給水量210ufを採用する。

53 
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認定庁の見解

231人口は減少する中、ヱ翻柑，'¥":JJレ期以上の増加、ダ崎りきの l佐世保市ではヱ案用水道事案I槙施されておらず、工場ではよ水酷使用し也、る．

.ie按撲君臨鴻，；：，諸樹脂身までと区分i品器輸期制世話語I~~~続出fm~議長；諮問
iの鎗誠との連動怯はないとしでいる．
工業用水道事業については、個々の自治体で状混は異なるが、起業者が九州歯肉の造船田
関連エ場を調べたところ、少なくとも10の造船関連工場において、よ水道を使用していること
を確認している．

意見の要旨小項目

（扇需要予覇

項目

n.事j末

起業者によると‘水産加工団地I志、石木タム完成後に氷需要が見込まれるものであり、語
教対象業種に闘しては制限がな〈なっており、水産缶詰、瓶詰製造業に限って鵠敬するもの
ではないとしている．また、全国の他の水産加工団地でI立地下水を使用しているどころもある
としても、佐世保市の水産加工団地は海岸沿いの埋め立て地にあり、ポーりングを行つでも
海水の影響を受けること等から、水道での対応の必要があると判断している．ー

241金園の水産缶詰、掘龍製造業の金敷地面積のうち、約時が水産加工
団地に進出するという夢のような想定をしており、また、全国の水産缶
詰、極詰製造業の用水原単位にほ井戸、回収水も含まれており‘今回
予潤に使用する原単位の設定はおかしい．

251刷新規開発のつ〈も苑跡工業団地Iま都市貯圃法32条の協韓書、輸食セ
ンターIま給水装置工事施工意認申請書にそれぞれ計画給水量を採用
するとされているだけで、確保すべき水道の給水能力を意味しており、
実際の平均使用水量ははるかに小さい散字となるのは確実である．

261有収率がS側なら一日平均毘水量は76,300110固でありJ出を達成す｜起集者f<I:..今後も讃水対策等継続することとしているが、近年に合併した北部地区への対
れば72.300耐／臼となり、安定水舗を4ρoorrl/1当も下回る． .. 1策強化や既存施霞の老朽化対鋸の必要性等も踏まえ、平成24年度の再評価で、平成36年

｜鹿に有効率を·92.臨とする目標を立てている．有収率f京、有効率から有効無収$を差し~（い
たものであり、有効無収率については、過去の実績簿を踏まえ3舗と認定し、有効率92.酷か
ら有効無収率を差し引いた89.2！格としている．
なお、起業者の需要予測については、1のとおり．

幻l佐世保市水道iま下溝放掘の義務づけのなμ貯水池群を主たる水掘と｜負荷率の設定に当正るては、近年の震動幅が小さ〈なっていることから、平成19年の再評
しているので、他者！こ迷惑をかけることな〈水利権の柔軟運用が可能で l価時と問機に車道10年の実績から採用すべき~＇の考えもあるが、水道範韻韓併指針におい
あるため、かなりの取水量変動に対応でき、負荷車を厳し〈見積もる必｜て、負荷率は崎嘉列的慎向を有するものとはいえないとされていること、また、実際過去の実
喪i式会くない．叩略程度に設定しでも陣書はない．． ｜績において1年で邸前後のよ下動を記録していること等から、今後、同織の変動制起こった

｜際に直近10年実績の膏い負荷量巨で肱定した場合に安定的な給水を確保することができない
281負荷車のよ昇慎肉IまライフM仰の麗花薄により水の使い方が震化」‘｜ため、起裳者t志、平成24年度の再評価で過去四年実績の最小値である回．抽を採用じたも
水需要の年間寵勘が小さ〈なっていることによるもので、元の低い負荷｜のであり‘問題はないと考えられる．
率に後戻りすることはありえない．最近の実態と比べると、負荷率 ｜なお、佐世保市の各貯水池の水利権は貯水池毎に毎秒i:iたりの水量で許可されており、許
80.摘は低すぎる．前回の予測と同様、過去10年聞の最小傭淘4蹴渚操｜可水量以上の取水はできないので、貯水池群としての運用はでき怠いとしている．
用すべき．

r・ ． 

浬
紬
潮
崎
掌
U
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－－
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参考資料 P98 

（補足）工業統計表における「淡水Jについて

前ページにおける「淡水jについては、井戸水等を含めたすべての淡水使用量の合計で

あり、全国の水産加工団地ではそのような使用例あることから含まれておりますが、本市

の水産加工団地は海岸沿いの埋立地ですので、ボーリ ングを行っても海水の影響を受ける

こと等が十分に想定されるため、淡水全量を水道で対応する必要があります。

地形 1£/f面凶 Gcomorphol'og1cnl P1・ofile
'.R1•1. ：水平 .1 . J 

土地分類基本調査（5万分の 1) （国土交通省国土調査）
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P156 参考資料
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害時宮E官事』・街』邑』：学会制・怠良剣制・書t~＂！：書書官！！~.通量u腰、盟也、島田．π． ωιI)~島伴Lて目；貫主
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業盤別原単位

院ホテ b

n品
十

;;;-・ t !!002 

鈍S

C可T

ll・II
B市

計．本

参考島1.5.8

m 

園、よ碕附地の造成・盤館等の風発計雷、ー将来における産業構

造の変化、，既成市街地における.I；場の立地制限のあり｝jg

d L湯の生雌活動に形容を与える最気の将来動向やぶ揚用

水の凶収B債の状混s

ぉ工場周'1c＂＞原単位の調坐伺を参事島 1.5.9に示す”

その創刊氷

a 分水.Rtとついては、受氷する水車事案の将来剖・冨と十分

調整するa

b 録制給A<:l!tについては、港務針剛との関係を樹被する。
上~以外についても泡切に持＊水震を抱掃する．

〔参考•1.6）.口径)Jtj搬T

I 1径SOJ健itとしてはU径別；（.l！口俊をk. ・’1.• ・小円縄に分領

して、それぞれの水量を時系列婿向9者あるいは回帰分析の方
誌を摺いて議官I・する方法と‘ ll律事司分繍ごと民件数とー狩尚た

9の耳ltJ去を、それぞれじ回帰分折告訴のJi法マ推計した」kで、胃
.rを来じて推書ける方法がある。との方法による標情的栴I乎
．閉まよ参考畠1.引のとお句である詰

岡婿分折による舞itについてほ、倒えIf，小口f最低生活1ζ関
連Lた競明夜援にするなど暫m鎗実態との開港会考慮して予測
する品喪がある．

円傑別分額を人口径｛φ75mm以上｝、中l『径｛φ羽～

50inm）.小口鯵 lc61~～2駒fun} 白木別してみると、~円得ほ、

生指m水がき～9淘を占め.fjfiが多いが、中・大口径について
は各糊途が相当混在している例樽いので、 m糊肱需要の
鋤l句にも十分阻慮する必援がある，

I If：！別と用途別のぷ使用量構成比の鱒安倒を参考書E・1.6.H:;

示すー

参者嚢~1~.9 工場用水原Jllt立
『 h・句、E 原阜位！ 刊教円f事掲たり I 銅考
梅市 『匂、．、守 :n:.s件・ロ』 ! ．伺去年成B

I 平成沼年度。1首 1I 間服年掛

羽 ｜ 窃器~If~

~ 

1.2 基

制

40.ll 

宇百～・～～～ ι 蜘特・暢厨｜一 一一すま附弱吉τ一一『一つ：
:L冨ti• II. 副．
fe事誕宕落ア・J..当／！i)
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